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・留置カテーテル・輸血

・ME機器の取り扱い

・BLS・急変時の対応　等

＊施設基準院内研修は必須

＊消防訓練参加

＊看護協会主催レベルⅠ研修

・酸素療法・与薬・注射 ・プリセプター

・吸引・採血・血糖測定

・インスリンの知識・麻薬

【基礎技術】 ・リーダーシップ　１

・フィジカルアセスメント ・看護倫理

夜勤導入・メンバーシップ ・呼吸器装着中の看護 災害看護 看護研究指導

⑧電子カルテ・看護記録 ・コミュニケーション

専門看護 <共通> ・プリセプター ・危機管理

・嚥下　・皮膚排泄ケア ・看護過程 看護研究発表

④接遇・個人情報 ケーススタディ取組み、発表 ・看護倫理 ・看護倫理 ・交渉術

⑤看護倫理　⑥災害看護 ・呼吸療法 ・コーチング ・リーダーシップ　４

①看護職員としての心構え 静脈注射（留置針） ・リーダーシップ　２ ・臨床指導者 ・人材育成

②医療安全　③感染対策 【3年目】 ・コミュニケーション ・問題解決技法 ・目標管理

　げ活動することができる 　ができる

【新人職員研修】（別紙参照）【2年目】 ・看護研究取り組み ・リーダーシップ　３ <看護管理>

　マナーを身につけ、行動で 　模範となって行動できる ・院内はもとより他施設や ・院内外にネットワークを持ち

　きる 　地域とのネットワークを広 　共通目的達成に向けての活動

・社会人としての責任・協調 　性をもち、健康を維持し ・社会人、組織人として教養 　的なチームを運営すること 　応じた支援をすると共に組織

　性を認識し、基本となる 　自立して行動できる 　を身につけ、スタッフの 　ができる 　の成長のための活動ができる

　良好な人間関係を築くこと 　関係を築き、活動できる 　に向けてチームを運営し ・多職種と協働するための良 ・ワーク、ライフ、バランスを

　ができる ・社会人としての責任、協調 　人間関係を調整できる 　好な人間関係をつくり効果 　実現し看護職員の発達段階に

・チームワークの重要性を ・チームメンバーの立場や 　て行動できる 　マの解決に向けて行動でき 　形成できる職場風土を醸成

　認識し、助言を受けながら 　人間関係を尊重し、よい ・リーダーとして、目的達成 　る 　できる

・患者の人権を尊重した看護 ・看護の実践において倫理 ・看護の実践における倫理的 ・患者ー看護師ー家族等に ・職場の各種問題解決にむけ

　ケアを提供できる 　的視点をもって行動できる 　問題に気づき、解決にむけ 　発生している倫理的ジレン 　互いに尊重しながら、合意

　り組み学会発表を行い、ス 　共同研究者としてスタッフ

　タッフに研究を指導できる 　を指導できる

　を報告できる 　組織における課題を見つけ 　できる ・看護研究に自ら取り組み

　ることができる ・専門分野における研究に取 　学会発表を進めると同時に

　等に自ら参加できる ・院内研究発表会や関連学会 　等に参加できる 　積極的に参加し、学習内容 　を整備し、指導者層を育成

　等に積極的に参加し、内容 ・看護研究活動に取り組み、 　を部署内の看護実践に活用 　できる

　を積極的に学習できる 　等に目標をもって参加でき 　できる 　ることができる 　るための計画を立案できる

・院内研修、院内研究発表会 　る ・問題意識をもち。学会発表 ・院内外の研修会や学会等に ・臨地学習や看護部教育体制

・部署における特徴的な医療 ・不明な点は積極的に自己 ・看護観を養い、研究的態度 ・部署において役割りモデル ・看護職員の能力特性を把握

　看護に対する知識や技術 　学習し、院内外の研修会 　をもち日常的看護を実践 　として教育的かかわりをと 　し、臨床実践能力を育成す

　側面を理解し、助言を受 　考えたチーム運営ができる ・長期計画に基づき、具体的 ・将来展望を見据え長期計画

　けて行動できる 　な活動を計画し実践できる 　を立案、確実に実践できる

　して行動できる 　消費がないよう業務を遂行 　る 　酬に基づいて経済評価でき 　との医療・看護の連携を図

・看護実践における管理的 　できる ・目標達成のための効率性を 　る 　ることができる

・コスト意識をっもち、診療 ・コスト意識を持ち、患者 　サービスの提供を診療報酬 ・当該専門領域の医療・看護 ・関連部門の役割機能を理解

　報酬と処置等の関係を理解 　負担も考慮して、無駄な 　の観点で考えることができ 　サービスについて、診療報 　し、院内はもとより、地域

　を明確にし、業務改善に

　けて行動できる 　できる ・実践している医療、看護 　り組むことができる 　取り組むことができる

・提供している組織的看護

　の質を評価し、質向上の

　ための計画を立案し実践

　できる

・安全で質の高い看護を提供

　するために、組織上の問題

　計画できる

・安全で質の高い看護を提供

　するために、部署の問題を

　明確にして、問題解決に取　実施し、患者・家族に説明

・安全管理、感染管理、防災

　管理の各マニュアルを理解

　し、基準に即して助言を受

・受け持ち看護師の役割を

　理解し、助言をうけて受け

　持ちができる

・個を尊重した看護の実践

　について地域包括ケアを

　念頭に計画できる

・病院の理念に基づく、質

　を保証する医療・看護に

　ついて提案できる

　クし、解決策を提案できる

・安全な医療・看護を提供

　するために、組織分析を

　行い、課題解決に向けた

　対策立案に貢献できる

・地域医療、福祉との連携も

　考慮し、患者・家族の状況

　に応じた看護を提供できる

・患者の看護問題の解決の

　ため、社会的資源の活用を

　臨終時の看護を指導できる

・受け持ち患者の看護を通し

　自己の看護観を深め、提供

　した看護を考察できる

・安全管理、感染管理、防災

　管理上の問題状況をチェッ

・系統的に情報を収集し、個

　別性や継続性に配慮した

　看護を実践でき、実施した

　看護を評価し、計画を修正

　できる

・日常の看護、急変時の看護

　即した個別的な看護過程を

　展開できる

・安全管理、感染管理、防災

　管理の各マニュアルを確実に

・看護の基本的技術を習得し

　エビデンスに基づいた効果

　的な看護を提供できる

・日常の看護、急変時の看護

　臨終時の看護を自立して

　提供できる

・受け持ち患者のニーズに

・救急蘇生法の基本原理を

　理解し、指導のもとに実践

　できる

　取り組める

到

達

目

標

　め、スタッフを指導できる

領域到達目標
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・基本的看護技術を習得し、

　助言を受けてベッドサイド

　ケアを安全・確実に実践で

　きる

③組織横断的にリーダーシッ

　プを発揮し関連部門や地域

　との連携・調整・協働が

　できる

④指導者層の教育および育成

　計画を立案できる

①病院組織の目標達成にむけ

　自己目標を連動させ、組織

　変革を推進できる

②専門領域における卓越した

　看護を提供でき、指導者を

　育成できる

③複雑な状況を適切に判断し

　自ら適切な行動をとること

　ができ、かつ、組織横断的

　に指導的役割を取ることが

　できる

④専門分野に関して知識を深

①部署目標の達成に向け、

　チーム目標を目指し、指導

　的にかかわることができる

②専門的な知識・技術を活用

　し、卓越した看護を提供で

　きる

③チームリーダーの役割を

　果たしチーム内で発生した

　問題を解決できる

④自己のキャリアを展望し

　専門領域に関する学習に

　を得て、遂行できる

④自己の課題を認識し、自主

　的に学習できる

　ダー的役割を認識し、協力

　マニュアルに沿い助言を受

　けて安全に看護を提供でき

　る

①部署目標の達成に向け、

　自己目標をチーム目標に

　連動させ、目標達成に取り

　組める

②専門的な知識・技術を活用

　し、効果的かつ効率的な看

①チーム目標達成に向け、

　自己目標をチーム目標に

　連動させ、目標達成に取り

　組める

②所属部署のルーチン業務

　を単独で実施できる

　護を提供できる③チームにおける日々のリー

レベル　Ⅰ レベル　Ⅱ レベル　Ⅲ レベル　Ⅳ レベル　Ⅴ

研

修

内

容
【キャリアアップ研修】

・透析看護　・糖尿病看護　・皮膚排泄　・認知症　・摂食嚥下　・退院支援

・看護記録（監査）　・救急看護　・接遇

＊各レベル指定がある研修に参加

★各研修受講はテーマにそった院内・院外参加で可能（看護協会主催のラダー別研修受講で）

★ラダー評価は院内の基準（別紙）にて行う

★院内の施設基準必須研修に関してはそれぞれ各1回以上は参加できるようにする

　・感染対策　・医療安全　・人権学習　・個人情報　・高齢者総合評価　・看護必要度

④自己の課題を認識し、助言

　けて協働できる

③チームにおけるメンバーの

　役割りを理解し、助言を受

　を受けて学習できる

①病院の理念を理解し、組織

　の一員として助言を受けて

　行動できる

②正確な知識・技術を習得し


